
Ａ社は中堅の製造業メーカです。社内の生産管理システムや

販売管理システム等において、毎日生産レポートの生成や毎週

売上データの集計といった定期的に行われる処理が多数ありま

す。これらの作業は決められた流れに沿って行う必要があり、一

部では一定の条件が満たされた後に行わなければいけない処理

もあります。これらのほとんどはオペレータが手動で行う作業

でした。1日200項目以上もあり、かつ大半は夜間に行われるた

め、担当者が24時間ずっと居なければならず、大きな運用コス

トがかかる上、新規業務の追加に伴う処理順序の変更が発生す

るような場合には、変更前後での綿密なチェックが必須となり、

こちらにも多大な工数がかかっていました。手動での作業のた

め、操作ミスが発生しやすく、いつ大きな問題が発生してもおか

しくはない状況であるということがA社の最大の課題でした。

業務を分析したところ、A社の業務システム処理は工程化・規

範化しており、定期的に行われる定型処理が非常に多いという

ことがわかりました。Ａ社はこの定期的な定型処理をなるべく

管理者に負担をかけずに、安全かつ安定して運用できるソリュー

ションで課題を解決できると考えたのです。

そして、選ばれたのがWebSAM JobCenterです。ジョブ管理

ソフトウェア『WebSAM JobCenter』は、複数の異なるプラット

フォームのサーバに分散された業務（ジョブ）をお客様の環境に

合わせて柔軟に自動制御をすることによって、円滑な業務の運

用を実現し、運用コストを削減します。

導入システムでは従来の分散していった業務サーバを業務管

理サーバ上のJobCenterで集中的に管理することができます

し、管理者はGUIの画面上で全社システムのすべてのサーバの

業務をジョブネットワークとして定義し、定義されたジョブ

ネットワークを業務の流れに沿ってスケジューリングします。

そして業務管理サーバはスケジュール通り各業務サーバに業務

処理の要求を指示します。実行状況などもビューアから一目で

確認できます。また、業務サーバで障害が発生した際も業務管理

サーバ上のJobCenterがそれを検知して管理者にメール通報す

ることもでき、業務処理を自動実行する環境の可用性向上も実

業務処理を自動実行する環境の可用性向上も実現しています。

Ａ社では、３交代を基本とする24時間体制での運用管理に6

人もの管理者を必要としていました。

JobCenter導入以前、管理者は様々な業務の運用をほとんど

手動で行っていたために、運用管理に多大な工数を労しており、

200もの処理を行うためには、毎週、２人がかりで丸一日かけて

いました。また、週次や月次の処理を組み込むため、もしくはイ

レギュラーな夜間処理を組み込む際には業務全体の変更を行う

などのオーバーヘッドが生じてもいました。

JobCenterでは、管理者はGUI画面で一つ一つの業務を部品

として作成し、「時刻指定して処理」「並列的に処理」「順番通りに

処理」「条件を満たして処理」といった処理を日常業務の流れに

沿って一連のフローとして作成し、ひとつの大きな業務フロー

（ジョブネットワーク）を作成します。システムは作成された業

務フローの定義に沿って自動的に処理を行います。障害が発生

した際に管理者が業務フローの進行をコントロールし、回避・再

実行・強制終了の操作を行うこともできます。

Ａ社では、JobCenterによるシステム導入後、２人で丸一日を

必要としていた処理が初期設定にジョブネットワークの定義を

行うだけで、次の週からは特別な処理があった場合は、フローの

見直しだけで済み、業務の運用が週２～３時間ですむようにな

りました。また、業務は自動的に処理しますので、人手による設

定ミスも防ぐことができ、イレギュラーな処理の組み込み要求

に対しても組み込みによる他ジョブへの影響をＧＵＩから容易

に確認することで安全かつ柔軟な運用を可能にしました。

Ａ社の従来の業務システムでは予測できる障害でも、管理者

の対応は「発生してから」になるため、スムーズに処理ができず、

非効率化な運用を行ってきました。

WebSAM JobCenter 適用事例

JobCenterによる
企業定型業務処理の高可用性自動運用

ジョブ管理におけるお客様の課題
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処理の自動化によるコストダウン

自動障害回避



 

JobCenterを用いた新しいシステム導入後、業務処理の実行

中にエラーが発生すると、JobCenterはそれを検知し条件分岐

機能により発生事象毎ににあらかじめ設定された障害対応の処

理が自動的に実行されます。また、JobCenterのコンティニュー

部品機能により実行失敗したジョブを自動的にリトライするこ

とで業務処理の停止を回避することができるようになりました。

従来のシステムでは、業務を監視するために、各業務サーバに

ログインしてシステムから出力されるログをチェックする方法

しかありませんでした。専門知識のない作業者には対応が難し

いほか、全てのログを確認する必要があるため多大な時間と工

数がかかってしまいます。また障害発生時も、管理者がチェック

を行っていなかったため把握できなかったり、すぐに障害を発

見できなかったことで、迅速な対応が難しく、障害をさらに拡大

し、大きな損害を発生する危険性もありました。

新システムを導入後、JobCenterは業務の実行状況をリアル

タイムで記録し、専門知識のない作業者でもGUI画面で随時状

況を確認できるようにました。また、JobCeterが提供するメー

ル通報機能により、管理者は障害が発生した場合でも、リモート

から障害の基本情報を取得し、迅速な障害対応を実現すること

ができました。

「JobCenterを導入後、業務の効率が大幅にアップされ、障害

発生も減少し、コスト削減が実現できました。今回は全社システ

ムをベースに、今後はグループ会社全体の統合運用システムと

して展開したい」と同社の担当者は、導入効果と今後の展開を述

べます。

こうして、同社は、JobCenterによるソリューションを活用し

て、信頼性の高いIT基盤を確立しました。この新基盤が今後、同

社の環境変化にも柔軟に、タイムリーな対応を支えていくはず

です。

業務の監視およびメール通報機能で
障害対応をスピーディに
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お問い合わせは、下記へ

ＮＥＣＩＴプラットフォームマーケティング本部
（ソフトウエアお問い合わせ）

【受付時間】9：00～12：00／13：00～17：00　月曜日～金曜日（祝日・ＮＥＣ所定の休日を除く）

〒108-8425　東京都港区芝五丁目33番1号（森永プラザビル）
TEL：03（3798）7177　FAX：03（3798）8414

E-mail ： contact@soft.jp.nec.com
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